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世
界
的
歴
史
学
者
で
あ
り
、
平
和
主
義
者
と
し
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
朝
河

貫
一
博
士
は
、
今
年
、
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、
博
士
を
顕
彰
す
る
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

150

【
朝
河
貫
一
博
士
の
お
い
た
ち
】

・
明
治
６（
１
８
７
３
）年
12
月
20
日（
戸
籍
上
は
22
日
）

　

�

二
本
松
町
下
ノ
町
新
長
屋（
現
・
根
崎
二
丁
目
）で
生

ま
れ
る
。（
父
・
正ま
さ
ず
み澄

、
母
・
ウ
タ
）

・
明
治
７（
１
８
７
４
）年
８
月

　

�

父
・
正
澄
、
立
子
山
小
学
校
創
設
の
た
め
、
一
家
で

立
子
山
村（
現
・
福
島
市
）に
移
る
。

・
明
治
12（
１
８
７
９
）年
５
月

　
立
子
山
小
学
校
入
学
。

・
明
治
19（
１
８
８
６
）年
４
月

　
川
俣
高
等
小
学
校
に
転
校
。

・
明
治
20（
１
８
８
７
）年
４
月

　
福
島
尋じ
ん
じ
ょ
う常
中
学
校
に
入
学
。

・
明
治
22（
１
８
８
９
）年
３
月

　

�

同
中
学
校
が
安
積
郡
桑
野
村（
現
・
郡
山
市
）に
移
転
。

・
明
治
25（
１
８
９
２
）年
３
月

　
同
中
学
校
卒
業
。

・
同
年
11
月

　
東
京
専
門
学
校（
現
・
早
稲
田
大
学
）入
学
。

・
明
治
29（
１
８
９
６
）年
～

　

�

米
国
留
学（
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
大

学
院
）。

・
昭
和
23（
１
９
４
８
）年
８
月
11
日

　

�

米
国
バ
ー
モ
ン
ド
州
ウ
エ
ス
ト
ワ
ー
ズ
ボ
ロ
で
死
去
。

【
博
士
の
主
な
偉
業
①
】

「
入い

り
き来
文
書
」の
執
筆

　
～
世
界
的
歴
史
学
者
と
し
て
～

　
大
正
６（
１
９
１
７
）年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
か
ら
、

日
本
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
鹿
児
島
県
薩さ
つ
ま摩

郡
入い

り
き来

村（
現
・
鹿
児
島
県
薩
摩
川せ
ん
だ
い内
市
）の「
入
来
院
文

書
」の
調
査
を
実
施
。
古
文
書
を
英
語
に
訳
し
な

が
ら
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封ほ
う
け
ん建

制
度
に
つ
い

て
研
究
し
、
歴
史
学
に「
東
西
比
較
法
制
史
」の
新

分
野
を
開
拓
し
た
。

【
博
士
の
主
な
偉
業
②
】

「
日
本
の
禍か

き機
」と
大
統
領
親
書
草
案
の
執
筆

　
～
平
和
主
義
者
と
し
て
～

　
明
治
37（
１
９
０
４
）年
の
日
露
戦
争
終
結
後
に

「
日
本
の
禍
機
」を
執
筆
。
日
本
が
軍
国
主
義
へ
と

歩
ん
で
い
く
こ
と
で
、
日
本
が
世
界
か
ら
孤
立
し

て
い
く
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
ま
た
、
日
米
開
戦
を
止
め
る
べ
く
、
大
統
領
親

書
の
草
案
を
執
筆
し
、
親
書
は
昭
和
天
皇
の
も
と

へ
と
届
け
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、博
士
の
努
力
も
む
な
し
く
昭
和
16（
１

９
４
１
）年
12
月
8
日
、
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾

攻
撃
が
は
じ
ま
り
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
た
。

朝河貫一博士
※�このページの背景写
真は、博士が留学し
たダートマス大学。

【
博
士
ゆ
か
り
の
地
】

博
士
生
誕
の
地

朝
河
家
墓
所

朝
河
ざ
く
ら

　
学
生
時
代
、
英
英
辞

典
を
２
ペ
ー
ジ
ず
つ
暗

記
し
て
は
食
べ
る
か
破

り
捨
て
、
残
っ
た
カ

バ
ー
を
校
庭
の
隅
の
若

桜
の
根
元
に
埋
め
た
と

い
う
。
後
に
こ
れ
を

「
朝
河
ざ
く
ら
」と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

苗
木
が
二
本
松
市
に
植

え
ら
れ
て
い
る
。
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記
念
事
業
①

【
朝
河
貫
一
博
士
を
深
く
知
る
特
別
授
業
】

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
二
本
松
市
内
の
ほ
か
、
博
士
に
ゆ
か
り
の
あ
る
福
島

市
も
含
め
た
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
て
作
文
を
募
集

し
ま
し
た
。
10
月
に
は
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

テ
ー
マ

　
「
朝
河
貫
一
博
士
の
考
え
や
生
き
方
か
ら
ど
の
よ
う

な
思
い
を
抱
き
、自
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
か
」

出
前
授
業

　
市
内
７
中
学
校
、
福
島
市
内
２
校
で
、
出
前
授
業
を

実
施
し
ま
し
た
。（
写
真
は
安
達
中
学
校
）
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記
念
事
業
③

【
企
画
展
】

　
朝
河
貫
一
博
士
の

父
で
戊
辰
戦
争
を
二

本
松
藩
士
と
し
て
戦

っ
た
父「
朝
河
正
澄
」の
生
き
様
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
た
企
画
展
で
す
。

　
正
澄
の
人
物
像
や
貫
一
が
父
か
ら
受
け
た
影
響

な
ど
を
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

日　
時　
９
月
16
日（
土
）～
11
月
19
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

※�

休
館
日

　
９
月
19
日（
火
）、
25
日（
月
）、
10
月
２
日（
月
）

場　
所

　
に
ほ
ん
ま
つ
城
報
館
１
階

　
二
本
松
歴
史
館「
第
２
展
示
室
」

入
館
料　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
文
化
課
文
化
振
興
係

　
☎（
55
）５
１
５
４ 

Fax（
23
）１
３
２
６

朝河正澄
（福島県立図書館蔵）

記
念
事
業
②

【
記
念
講
演
会
】

日　
時　
10
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

場　
所　
安
達
文
化
ホ
ー
ル

内　
容

①
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、
発
表

②
基
調
講
演
会

　
「�（
仮
）歴
史
学
者 

朝
河
貫
一
博
士
が
二
本
松
藩

士 

父 

正
澄
か
ら
受
け
た
影
響
と
は
」

　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

甚じ
ん
の野　

尚た
か
し志 

氏

③
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
パ
ネ
リ
ス
ト　

　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

甚
野　
尚
志 

氏

　
公
益
社
団
法
人
二
本
松
青
年
会
議
所
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

加
藤　
大
史 

氏

　
二
本
松
市
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

鈴
木　
千
鶴 

氏

　
二
本
松
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

関　
奈
央
子 

氏

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
の
み
ん
な
の
チ
カ
ラ
監
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

寺
島　
康
浩 

氏

入
場
料　
無
料

定　
員　
３
０
０
人

※�

事
前
登
録
制
と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
と
し
ま
す
。

申
込
方
法

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。


